
以下、参考資料:
2012年度に採択した具体的な研究拠点の事例
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【エネルギー領域】
太陽光発電技術の世代交代イノベーション
①「テラワットPV時代のための非枯渇型太陽電池の創製」

（研究代表者：峯元高志 理工学部准教授）
②「微生物機能を基盤とした無機ナノ構造の革新的作製法」

（研究代表者：三原久明 生命科学部准教授）

【食料領域】
農水産業立て直しのための食料生産イノベーション
③「SOFIX(土壌肥沃度指標）を基盤とする農業イノベーション」

（研究代表者：久保 幹 生命科学部教授）
④「魚類幹細胞株、体細胞株を利用した次世代養殖と養殖支援技術の確立」

（研究代表者：高田達之 薬学部教授）

【医療領域】
ものづくり科学技術で興す医療・健康イノベーション
⑤「オンチップ生命体分析と次世代生体検査の統合解析によるテーラーメイド

カルテ作成」
（研究代表者：小西 聡 理工学部教授）
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現在現在

大規模
集中発電

遠距離配電

エネルギー需要者

爆発的エネルギーの危険
化石燃料の枯渇
環境の汚染

材料合成

太陽電池半導体合成太陽電池半導体合成

ありふれた元素

豊富な元素による
新材料

豊富な元素による
新材料

住宅用

無駄なく利用無駄なく利用

発電所用

配列改善、故障検出
技術で最大電力獲得
配列改善、故障検出
技術で最大電力獲得

技術の世代交代による
高性能化、低コスト化

32



微生物による太陽電池作製、利用サイクル、金属回収

知的自立分散エネルギーマネージメントシステム

期待される事業化の成果イメージ

微生物によるSeナノ粒子の作製

発電コスト(目標）
14円kWh(2020)
7円kWh(2030)
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生産

滋賀県・草津・
守山 北海道

食文化
食育

食研究

立命館大学
R-GIRO

加工
流通
観光

異分野融合に
よる食料生産
システムの
立て直し

異分野融合に
よる食料生産
システムの
立て直し

食料自給率40％
肥料（カリウム）自給率0％
食料廃棄率33％

食料自給率カロリーベース50％
生産額ベース 70％

6次産業化の市場規模 10 兆円
（2020 年目標：日本再生戦略）

立命館大学
植物工場
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草津六次産業化モデル

守山六次産業化モデル

北海道フードクラスター連携

微生物活用による
「手間いらず農法」

幹細胞樹立に

よる魚類養殖
技術

農商工連携モデルの構築農商工連携モデルの構築

土壌中の窒素の循環

もうかる一次産業
モデル地区

科学的有機農業技術による食料生産
・土壌診断度指標開発
・堆肥診断指標開発
・有機資材診断指標開発

科学的有機農業技術による食料生産
・土壌診断度指標開発
・堆肥診断指標開発
・有機資材診断指標開発

35

期待される事業化の成果イメージ



ものづくり科学技術
（マイクロ・ナノテクノロジー、ロボット）

を医療・健康産業へ

Surgery Robot Da Vinci（講演者操作中）

低 侵 襲 性 医 療

社会のライフイノベーション
ニーズに応える

新しい領域の担い手
を育てる

医療・健康ものづくり
科学技術

36

再 生 医 療
半 導 体 技 術 等
製 造 技 術
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＜バイオハイブリッド解析技術＞
“オンチップ生命体を育てて解析”

＜生体サンプル取得解析技術＞
“生体標本を巧みに取得・解析”

新興国（インド他）で急増する人口（インド：１２億人！）
・未発達な医療環境（施設、制度）が課題 例）乳児疾患数↑低い健康診断受診率
⇒“今”を支援！ ←普及型から精密検査型まで様々な検査キットニーズ対応

・急増する豊富な人材と労働力 例）シリコンバレーとインドIT技術者
⇒“未来”を共有！ ← テーラーメイド生体解析の連携ネットワーク構築

解析データ

新興国と共有する
マイクロ・ナノテクが創る医療健康イノベーション

普及型検査キット（今）とテーラーメード医療ビジネス育成（未来）

普及型
検査キット
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グループ リーダー 研究テーマ

1 サトウタツヤ
文学部

教授

法心理の原理探求と新領域展開

2 稲葉光行
政策科学部

教授

裁判員裁判の法心理

3 松本克美
法務研究科

教授

被害者支援

4 中村正
産業社会学部

教授

司法臨床と治療的司法

5 篠田博之 情
報理工学部

教授

視知覚に関する心理学鑑定の技術と法理
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法心理・司法臨床センター
リーダー名： 稲葉光行（政策科学部教授）
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裁判員裁判における
誤判の防止

修復的・治療的司法の
必要性

「法心理・
司法臨床」
研究への
社会的要請

冤罪事件への
社会的関心の高まり

自白・目撃証言等の
信ぴょう性に関する疑問

法心理学

被害者支援

加害者臨床

視知覚鑑定

公正・公平
な社会の
実現

日本初！法学と心理学の融合センター！
犯罪・被害の少ない社会の実現！

供述変遷
可視化
システム

事件報道の
影響分析

中学生
裁判員
体験教室

取調べの
可視化
手法研究

国内唯一！

アジア唯一！

世界有数の

研究拠点！

国内唯一！

アジア唯一！

世界有数の

研究拠点！

法心理・

司法臨床
センター


